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式辞                          校長  田中  健児  

   
長い冬が終わり、暖かな春の到来をうれしく思います。   

今 、新入生の皆さんは、多 くの方々の祝福のまなざしと拍手 、歓迎の音楽

とともに迎えられました。とても緊張していると思いますが、大丈夫です。おそら

く、ここにお揃いのすべての人が、それぞれの緊張感をもって皆さんを見守って

います。皆さんの成長の喜びをともに分かち合う大切な場面だからです。  

改めて、174 名の一年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。中学校

は、小学校と違 う面はありますが、一日一日を仲間とともに過ごすことに変わ

りはありません。これから、元気なあいさつが交わされ、ともに勉強し、クラスや

学年では、協力 して何かを作 り上げ、部活動ではチーム一丸となって目標に

向かいともに汗を流すことでしょう。  

皆さんは、一人一人によさがあり、また得意不得意も違います。得意なこと

や好 きなことがあれば、それを大切にしてほしいと思います。それが自分の人

生を豊かにし、将来の夢へとつながっていく可能性を秘めているからです。素

直な心で、好きなこと、得意なことに向かっていく気持ちをこれからも持ち続け

てほしいです。  

一方 、私たちは自分の苦手なことになると消極的になりがちです。苦手なこ

とでも前向きに取り組むことは大切なことですが、もしも困ったら周りの人に力

を借りてください。それは、恥ずかしいことではありません。そして、苦手なことで

困っている人がいれば、協力し助けてあげてください。  

札幌中学校のめざす生徒像の中に、「しあわせをねがう生徒」というのがあ

ります。仲間のしあわせを思 う気持ちが、巡 り巡 って自分のしあわせにつなが

るということです。  

これから始まる新 しいクラスや学年 という集団の中で、一人一人のよさや

違いをお互いに認め合いながら、ともに助け合い、また、楽 しく学ぶ仲間として

成長することを願っています。  

終わりになりますが、保護者の皆様には、お子様のご入 学を心よりお喜び

申し上げます。中学校での学び、健やかな成長を支援できるよう、ご家庭との

つながりを大切にしてまいります。教職員一同 、力 を合わせて学校教育に努

めてまいりますので、ご理解とご支援をお願い申し上げ、式辞といたします。  
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祝辞                      PTA 会長  鈴木  幸太  
   
ＰＴＡを代表いたしまして、一言 、お祝いを申し上げます。  

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。  

また、保護者の皆さまにおかれましても、お子さまのご入学を心よりお祝い申

し上げます。  

  

今朝 、真新しい制服に袖を通し、少しだけ背筋を伸ばして  

学校に来た人も多いのではないでしょうか。  

その一歩が、今日から始まる中学校生活の第一歩です。  

中学校生活は、新しいことの連続です。  

教科も増え、部活動も始まり、出会う人の輪も、これまでより広がっていきます。  

その分 、うまくいかないことや、戸惑うことも出てくると思います。  

でも、そんなときは無理に背伸びをしなくて大丈夫です。  

「昨日の自分より、ほんの少し前に進めたら、それで十分です。」  

大きな結果ではなく、小さな前進を積み重ねてください。  

それが、振り返ったときに大きな力になります。  

そしてもう一つ。  

中学校生活で出会う「仲間 」は、とても大切な存在になります。  

何気ない会話や、同 じ目標に向かって過ごす時間は、やがてかけがえのない

思い出になります。  

どうか、人とのつながりを大切にしてください。  

私たち PTA も、皆さんが安心して学校生活を送れるよう、  

学校と一緒に見守っていきます。  

3 年後 、この札幌中学校を巣立つ卒業式の日に  

「楽しかった」と自然に言えるような毎日を、ぜひ積み重ねてください。  

皆さんのこれからの毎日が、実 り多 く、あたたかいものになることを心より願 っ

ています。  

改めまして、本日はご入学 、誠におめでとうございます。  

  

令和八年四月九日  

札幌市立  札幌中学校  ＰＴＡ会長  鈴木  幸太  

 

 

 

 

 

 
 



歓迎の言葉                 3 年１組   髙畠  夏帆  
  
春 らしく穏 やかな気候に心和む季節 となりました。本 日 、晴 れて入学式 を迎 えられた

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在校生一同 、心 より歓迎いたします。  

さて、皆 さんは今 、新 しい中学校生活に大きな期待 とともに、少 し不安 も感 じていること

と思います。慣 れない環境や新 しい人間関係に最初は戸惑 うこともあるかもしれません。

しかし、その気持は決 して特別なものではなく、誰 もが経験 するものです。私 自身 も、最

初 はうまくいかないことや不 安に感 じることがたくさんありましたが、勇 気 を出 して一歩

踏み出 し、さまざまなことに挑戦 したことで、新 しい友達ができ、自分自身も少 しずつ成

長することができました。中 学 校では、勉 強 はもちろん、部 活動や学校行事 など、小 学

校 とは違 った多 くの経験が待 っています。学校祭では、パフォーマンスや演劇はもちろん、

シンボルデザインや装飾など学校に来た瞬間から楽 しいという気持 ちが溢れます。また、

仲間 と協力 し、一つの目標に向かって取 り組む楽 しさや達成感を味わうことができます。  

皆 さんぜひ、いろいろなことに挑 戦 してみてください。挑 戦 することで、自 分 でも気 が付

かなかった新 しい一面を発見できるはずです。そして、その一つ一つの経 験が、楽 しく充

実 した中学校生活につながっていくと思います。  

この先 、中 学校で過ごす中で不安に感 じることや、悩 みを持つことがあるでしょう。そ

んな時 は仲間 たちや先輩方 、先 生 方 に相談 してみてください。きっと、皆 さんの助 けに

なることと思います。この先 、皆 さんと過ごす日 々を在校生一同心より楽 しみにしており

ます。  

令和 8 年  4 月 9 日  在校生代表  高畠夏帆  
 
 
 

 

新入生の言葉               １年１組   渋谷  晴琉  
   
穏やかな春の訪れと共に、札幌中学校の入学式をむかえることができました。この入

学式 を準備 してくださった校 長先生 をはじめ、先 生方 、そして在校生 の皆様に感謝い

たします。また、これまで支 えてくれた家族にもこの場 を借 りて感謝の気持 ちを伝 えたい

と思います。  

 今 、私たちの頭の中は、新 しい学校生活への不安もありますが、それ以上の期待 と希

望に満ちあふれています。小学校 とは違 う環境の中で、勉強や部活動など、これからの

毎日がどのようなものになるのか、想像すると緊張 もしますが、それ以上に頑張 りたいと

いう気持ちが強 くあります。  

 これからの三 年間では、勉 強 や部活動 に励 み、仲 間 と共 に支 え合 いながら、自 分 を

成 長 させていきます。どんなことにも最後 まであきらめずに取 り組むこと、周 りの人 を大

切にすること、そして自分に負 けない強 さをもつことを心がけていきます。うまくいかない

ことがあっても、その経験を活かして、自身の成長につなげていきたいと思います。  

 まだ未熟 ではありますが、先 生 方や先輩方から多 くを学び、一 日 一日 を大切に過ご

していきます。  

 そして三年後 、この札幌中学校で過 ごした時間 を誇れるような自身 になれるよう、努

力 を重ねていきます。  

 これからどうぞよろしくお願いいたします。  

 令和 ８年  ４月 ９日  新入生代表  澁谷  晴琉  

 

 

 



部活動見学・体験が始まります。～活 動 日 程 及 び活 動 場 所 をご確 認 ください～  
   

【見学 ・体験期間 】（４月 １５日 ・２０日 ・２１日 ・２２日 ）  

保護者の許可 を得た人 のみ体験活動ができます。（同 じ日 に２つ以 上の体験は不可 ）  

体験時間は最長で１時間程度です。  

見学 ・体験許可書に記入していただいた上での参加 となります。（１３日詳細配付 ）  

各部によって違いますので、顧問の先生の指示に従 って下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


